みなさんの意見Part2のまとめ
「大阪府の問いかけPart2」に対する意見募集をホームページ、郵送、FAXで受け付けましたところ、下表の内訳のとおり意見が寄せられ、それぞれの問いかけについての意見をとりまとめましたので報告します。(みなさんの意見Part2の詳細についてはこちら）
意見の内訳(平成13年10月31日終了）
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問いかけ１　自動車公害対策として、環境負荷に応じて課税する税のグリーン化や低公害車購入のための補助金等の経済的手法が有効であると言われていますが、具体的にどのようなことを実施すべきと考えますか？（前回問いかけ２関連） 

○法令・条例
・ディーゼル車規制条例の制定

○課税
・課税基準を大気汚染の物質の量とする(3)
・低燃費車を優遇する税制措置（自動車税のグリーン化）(3)
・排気量に応じ課税(2)
・自動車燃料の課税を強化
・自動車をもつこと自体に課税
・ディーゼル車、３ナンバー車を別途課税
・課税して規制となれば、それは行政の一方的な押し付け

○補助金
・低公害車のための補助金
・低公害車購入の補助金は不要（自動車を持つこと自体裕福）
・民間の対策に助成

○その他
・排ガスフィルターの設置義務
・アイドリングストップ義務付け
・ノーマイカーディーの実施日を拡大する。(2)
・車両保有者の意識改革
・マイカーの整備を徹底する
問いかけ2　環境悪化の大きな原因となっている交通渋滞を緩和するために、混雑地域に進入しようとする自動車に課金するロードプライシングや大型車の交通規制を実施することについてどう思いますか？（前回問いかけ２関連）

・車に課税するロードプライシングに賛成(4)
・大型ディーゼル車の大阪市内への乗り入れを規制することには賛成(3)
・ディーゼル車の排ガス規制を強化する(2)
・課税収入を道路などの整備の財源に
・住宅地への乗り入れは早急に規制
・ロードプライシングを大阪市の場合はＪＲ環状線をコードン線として導入
・大阪市内の高速道路にロードプライシングを導入する
・パークアンドライドとレンタサイクルを組み合わせる
・障害者の乗る車と公共交通機関以外は、完全乗り入れ禁止すべき

問いかけ３　リサイクル製品など環境配慮型商品の購入（グリーン購入）を促進させるためには、他の商品との区別をわかりやすくするなど、どのようにすれば買いやすくなると思いますか？（前回問いかけ３関連）

・消費者へのPR(3)
・「ラベル」をつけて区別化(2)
・大阪府が補助(2)
・商品をより安くする企業努力(2)
・消費税(5％)を非課税にする(2)
・何故環境にやさしいのかを説明書をつける
・10％ぐらいまでのコスト高ならば買う
・国や地方公共団体が率先して購入

問いかけ４　ごみ減量化の一つの手段として、家庭から出るごみの量に応じて処理料金を支払う「ごみの有料制」の導入について、どう思いますか？（前回問いかけ４関連） 
	○賛成
・ごみを減らそうとする意識は高まる(3)
・料金格差を設けて競争する(2)
・企業もごみにならない製品の開発
	○反対
・不法投棄が増える(4)
・税金の二度取り(3)
・課税する前に、ごみを出さない工夫をする(3)
・負担がかかる(3)



問いかけ５　ごみの量を減らすため、日用品や贈答品などの簡易包装を実施するお店が増えてきていますが、これについてどう思いますか？

・森林資源の節約になる(3)
・買い物袋を持っていく(3)
・こういう店が増えていけばいい
・簡易包装の店を増やして、一般社会で定着させればよい
・日用品や贈答品などは簡易包装でよい
・贈答品等、二重、三重と包装しすぎ
・袋か、カバン等を持参
・非常に有意義
・定着させるために、行政がＰＲする必要がある(2)
・ごみの減量になる
・レジ袋を有料化するべき

問いかけ６　豊かな自然環境がゆとりある暮らしや働く人々の活動を支えるとともに、将来を担う子どもたちの豊かな感性をはぐくむことから、自然を守り、つくり、育てながら「自然との共生」を図ることが求められています。
　そのためには、どのようなことに重点を置いて取り組むべきだと思いますか？

・不必要な開発をさける(4)
・子供たちに自然体験学習(4)
・緑の多い公園をつくる(2)
・「ビオトープ」造り(2)
・都市周辺の里山の保全に力を入れるべき
・各人が判断すべき問題
・ダムをつくるより自然再生公共事業に力を入れるべき
・子供のころから環境教育をする

問いかけ７　都市のヒートアイランド現象が問題となっていますが、それを緩和するためには、都市の中に緑や水、土を増やしていくことが有効であると言われています。
　既に都市化された町の中にそれらを増やすためには、どのような方法、取り組みが考えられますか？

・街路樹を増やす(6)
・ビルの屋上緑化(6)
・緑の多い公園を増やす(4)
・ガーデニングを奨励する(3)
・水辺を整備して樹木を植える(2)
・ビルの屋上を緑化すると固定資産税を減額する等の施策が必要(2)
・熱を大量に捨てるものに責任を分担
・太陽光発電の普及を積極的に助成すべき
・アスファルトを地道に戻す
・車道を削りあいた部分を緑化
・近郊農業を保護育成し、農地を増やす
・水滴の壁をつくり気化熱で緩和する


問いかけ８　｢災害防止｣や｢森林浴｣など周辺山系の森林の恩恵を受けている「都市住民」が、森林を保全して行くために、必要な費用を負担したり森林ボランティア活動へ参加したりすることに対して、どのようにお考えですか？（前回問いかけ５関連）

・都市住民が必要な費用を負担
・行政が基金制度をつくって府民から募金を募る
・森林の保全のためには府民の協力は絶対必要条件
・行政はリーダーを養成するだけでなく活動する場所を提供すべき
・森林ボランティアの養成
・森林保全資金を水を利用者から税を徴収
・個人にのみ責任を押しつけず、行政、企業も応分の負担が必要
・行政が保全活動を積極的に支援すべき(2)
・森林保全の資金を国から交付税を受ける
・エコマネー制度化


問いかけ９　地球温暖化防止のため、自動車の使用を減らすことや冷暖房の温度管理を徹底する等、みなさん自身がエネルギー消費をおさえることについてどのようにお考えですか？

・待機電力を減らす(2)
・次世代の為にエネルギー使用は抑える(4)
・具体的に何をどこまで省エネしたら良いか、教えて
・自動車税の値上げ
・ガソリン税の値上げ
・個人において便利さの追求をやめる
・庁内で使用するエネルギーの50％を自然エネルギーに切り替えては
・行政が環境家計簿の普及に真剣に取り組むべき
・企業が自主的に節電
・在宅勤務やテレビ会議を取り入れると交通量が減り、車からのCO2も減る
・法律をつくってCO2を削減
・電圧の昇圧化（100Ｖ⇒230Ｖ）
・環境にやさしい次世代燃料を開発すべき(2)
・石油、電気、ガスなどに環境税を導入
・現在の利便性が少し悪くなるのを我慢しなければならない
・冷暖房の使用を規制する
・アイドリング規制を徹底すべき・企業に対する省エネ技術の情報提供や税の軽減、助成制度の充実等を積極的に支援すべき


問いかけ１０　環境に対する意識改革のため環境学習等が重要ですが、家庭、地域、学校現場、職場において、今後どのような環境学習等が必要だと思いますか？

・身体で理解できる体験学習が必要(4)
・環境についての講座・イベントを多く開催し関心をもってもらうべき(2)
・自らボランティア等で自然を体験すべき
・行政からボランティア活動のバックアップが必要
・企業の社員教育として実施する
・行政が環境学習リーダーの養成に取り組むべき
・環境学習を大人に行って興味を持ってもらう
・こどものころから環境教育をすべき
・府の職場において、きっちりと環境教育を行い学習すべき
・実践しなければ、環境改善なし。

その他の意見

○エネルギー・地球温暖化
・原発は反対・安全性に不安、疑問(18)
・自然エネルギーにきりかえた方がよい(8)
・フロンの回収に真剣に取り組むべき(3)
・プルサーマル計画反対(2)
・フロン回収に対する法整備を行うべき(2)
・CO2削減のためにサマータイムの導入を
・汚泥ガス発電に力を入れるべき
・風力発電などの電気の買取りを義務づける
・炭素税の導入

○水・緑
・槙尾川ダムと安威川ダムはいらない、事業を見なおすべき(3)
・ビオトープをたくさん造って(2)
・水と緑の健康都市の計画変更に賛成
・緑を増やす
・森林ボランティアの養成事業に予算を回すべき
・水道水のトリハロメタン対策
・河川を多く汚濁する物質に課税して、規制を強化
・大阪オリンピック招致には反対（ボート会場の候補とされている滋賀県内の伊庭内湖の環境破壊）
・外来魚対策
・大和川流域の下水道整備や工場排水の規制を行うべき
・地域で緑化指導を行う「グリーンコーディネーター」制度を創設すべき

○廃棄物
・ごみのポイ捨て防止条例を強化して町を美しくする(5)
・不法投棄に対する有効な防止対策を実施してほしい(4)
・デポジット制度を採用(3)
・府内の中・小焼却施設を統廃合してダイオキシンが出ない大型焼却施設に切り替えるべき
・産業廃棄物税（仮称）の新設を検討してはどうか
・ＰＣＢ廃棄物対策を行うべき
・高レベル放射能性廃棄物（ＨＬＷ）問題
・アイデアと意欲でごみを減らす（三重県ではごみ箱を廃止し80％減量）
・ごみの分別の大切さを教えるべき
・ガス化溶融炉を導入
・産業廃棄物税を導入
・生ごみ堆肥化などの減量化対策が必要

○有害化学物質
・環境ホルモン対策が必要(2)
・ベンゼンの規制を強化すべき
・有機塩素系化合物による地下水や土壌汚染に対する規制を強化すべき
・ＰＣＢとアスベストの規制強化

○その他
・伝統的な町並みの保存や、歴史の道の整備事業を助成すべき(2)
・環境ＮＧＯの運営資金に対しての助成制度をつくるべき
・違法駐車の罰則の強化と、取り締まりの強化
・自転車の違法駐輪対策
・道路特定財源を見なおして道路に関する環境対策に使うべき
・大学に環境学部を創設する
・カラオケ騒音に対して指導を強化する
・行政は企業にＩＳＯの取得をするように推進すべき
・環境税の導入
・企業のＩＳＯ取得を普及させるべき
・自動車の速度規制を行って騒音を軽減してほしい。
・土壌汚染に対する法律等の整備が必要
・酸性雨に対してどのような対策を行っているのか 
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